
マタイ 28：16
20　「イエスの教え」
弟子として

今日の所で鍵になる言葉は「弟子」です。この所の 16節で11人の弟子たちが登場します。

彼らはまさにイエス様の最初の弟子たちです。しかし、今「弟子」と言ったのは彼らだけのこ

とではありません。そうではなく、むしろ私たちについてです。今、一緒に考えたいのは、わ

たしたちがイエス様の弟子になる、あるいはすでに弟子になっている、という意味での弟子で

す。まだ、信仰を持っておられない方でしたら、これから弟子になることができます。すでに

教会員となって長い方でしたら、長らくイエス様の弟子をしてこられたのです。わたしたちが

毎日を過ごす中で、それぞれの生き方においてイエス様の弟子らしくなる道がある、そんなこ

とを聖書から確かめたいのです。

イエスの山？

それで早速聖書の内容に入ります。今日の所では、弟子たちがガリラヤに戻った、というと

ころから始まります。ガリラヤはこの 11人にとっては、何といっても故郷であり、イエス様

と出会った場所、イエス様の教えを受け始めた場所でした。復活されたイエス様は女弟子たち

に言づけて、ガリラヤに戻るように、と伝えたということが今日の一つ前の段落の 10節に書

かれています。彼らはその命令の通りに、ガリラヤに戻り、そして、この時、山に登ったので

した。

ところで、この山は、聖書には「イエスが指示しておかれた山」とあります。この場合には、

あらかじめ、「あの山に行くように」とイエス様が伝えてあった、ということになります。た

だ、実際にこの山がどの山なのか、ということにつきましては、色々な解釈があるようです。

それで、この個所を文語訳聖書は「イエスの命じたまいし山」と訳しています。イエス様が弟

子たちに命じた山だと言います。その場合には、先ほどの、あらかじめ決めておいた、という

意味にも取れますが、むしろ、イエス様が弟子たちに何かを命じられた、何かを定めた、その

ような山を指している、という意味にもなるはずです。その場合に一番ピンとくるのは、マタ

イ5章にあります山上の教えの山です。それはまた、今日の所の 20節で「あなた方に命じて

おいたことをすべて守るように教えなさい」とあります言葉とも、うまくつながるように思い

ます。それで、これは一つの解釈ですけれども、やはり、あの八福の教えや、地の塩、世の光、

山の上の町の譬えなどで始まります、あの教えの山ととりたいのです。なぜなら、イエス様の

教えと、弟子であることとは、深くつながっているからです。

跪き疑う－沈んだペテロ

しかし、いずれにしましても、弟子たちはこの山にやってきました。そして、そこで待って

おられたイエス様の前に出て、ひれ伏した、というように続いています。ところが、同時に

「疑う者もいた」とあります。この場合、11人の内、何人かが疑った、という可能性もありま

す。けれども、そのように、ある人は強く信頼していて、他の人は疑って、というように分け

て考える必要はないのかもしれません。或いは、このようなところは、弟子たちの曖昧さ、さ

らに言いますと、私たちの曖昧さを示しているかもしれないのです。イエス様の弟子であると

いうことは、いつでも信頼百パーセントであるということでないのです。例えば、マタイによ

る福音書では、イエス様が水の上を歩かれる、という話が 14章にあります。弟子たちは舟に

乗り込んで、向こう岸に行こうとしますが、逆風の中で前に進めなくなってしまいます。する

と、暗闇の中をイエス様が水の上を歩いてこられ、弟子たちは幽霊だと思って悲鳴を上げた、

というところです。しかし、イエス様が「安心しなさい、私だ」と言ってくれたので一同ほっ

とします。

ところが今度はペテロが調子に乗って、自分も水の上を歩いて、イエス様の所に行ってみた

い、と言い出します。するとイエス様は、いいよ、おいで、と言われます。ペテロは、一歩、



二歩と進んでいきますが、途中で怖くなって、ずぶずぶと沈んでしまいます。するとイエス様

が彼の手を取って引き上げて下さった、このように話は続きます。ここではっきりとしている

ことがあります。それは、ペテロはイエス様を信頼し、しかし、途中で不安になり、しかし、

またイエス様に支えられている、というまことに不安定な心の動きをしているということです。

しかし最後はイエス様にすがるのです。そしてこのような揺れは実は弟子たちにも私たちにも

あり続けるかもしれないのです。

イエスが近寄る

話を元に戻しまして、今日の所では、このように、信頼と不安の間をゆれる弟子たちに向

かって、イエス様が自分から近づいてくださっています。この事は、20節の最後の約束と、つ

ながっているように見えます。すなわち、わたしは、世の終わりまで、あなた方と共にいる、

というあの約束は、何といってもイエス様が私たちに近付いてくださる、このようなありかた

の中で実現していくように思えるからです。しかし、この所では、もう一つ大切なことが告げ

られています。それは、「わたしは天と地の一切の権能を授かっている」という宣言です。も

ちろん、この場合には、イエス様が、神様から圧倒的な権威を受け取った、という意味です。

ところで、わたしたちは、この点でも、実は、曖昧なところがあるのかもしれないのです。

何しろ、天と地の一切の権能、ですから、この世界も、この国も、実はイエス様がご支配され

ている、ということになるはずです。しかし、例えば、詩編には、このような言葉があります。

「世の秩序が覆っているのに、主に従う人に何ができようか」。厳しい言葉です。この世界は

神様の平和とは違った世界になったように見える。秩序が覆っているように見える、そこで神

様を信仰する人にまだできることがあるか、という問いかけです。それに対して、わたしは、

それでも、できることはある、と答えたいのです。なぜそう言えるか、その答えが実は、弟子

であることと関わるのです。

権威の行く先

そこで目を止めたい言葉があります。それは 19節の「だから」という言葉です。「わたし

は天と地の一切の権能を授かっている」「だから」、と続きます。イエス様の権能というのは、

ただ、そうなった、で終わる話ではない、というのです。だから、その後に続くことがあると

いうのです。イエス様の力は働きかけるのです。それは、弟子の中において、なのです。「だ

からあなた方は行って、すべての民を私の弟子にしなさい」。イエス様の力は、弟子たちの中

に働いて、さらにイエス様の弟子を生み出していく、というのです。この場合には、イエス様

の弟子とされた者が、イエス様のご支配の中にまず入って、イエス様の弟子らしくされて、そ

のような生き方の中に、ほかの人を巻き込んでいく、という順番です。ほかでもありませんが、

その場合に、イエス様の弟子とされるというのは、形式的なことではありません。形ではない

のです。生き方です。そして、このような生き方と、この所で、イエス様が命じておられる二

つのこととは、すべてつながっています。その二つのこととは、「洗礼」と、「教え」です。

私たちは、どちらかと言いますと、このようなことを儀式とか、机の上でのこと、と考えてし

まう傾向があるかもしれません。けれども、この二つのことは、形ではないのです。そうでは

なく生き方なのです。わたしたちが、キリスト者である、ということは、ラベルではなく、生

き方そのものです。その私たち一人一人の生き方に、イエス様の権威が届いていくのです。

洗礼とは？

それで、もう少し具体的なことをお話しします。まず洗礼についてです。この所では、父と

子と聖霊の名によって、洗礼を授け、とあります。その場合に注目したいのは、父と子と聖霊、

という言葉です。これは、単なる呪文ではありません。もちろん、改革派教会の式文を見れば、

必ずこの三つの言葉を、そしてそれだけをもって、洗礼を授けるように、と書いてあります。

けれども、これはそういう形ですればよい、というのではないのです。むしろ、洗礼で何が起

きるのかを現わしているのです。それは先ほどの権威と関係します。イエス様が、権威を授か



る、ということは、より具体的には、神様の右の座につかれる、天にあげられることだ、とい

うのを先週一緒に確認しました。それは昇天、着座と言われる出来事です。その場合には、イ

エス様が神様と共におられるようになる、ということでした。そしてそこから聖霊を派遣する、

という約束がありました。実は、この父と子と聖霊の名による洗礼とは、このような霊のつな

がりに、人を招き入れるものです。この名によって洗礼を受けるとは、父なる神さまとイエス

様と聖霊なる神によってつながる、その力を受けるという全く実際的なことを言っているので

す。

教えが中心

それから、この所でもう一つ言われていることは教えでした。「あなた方に命じておいたこ

とをすべて守るように教えなさい」とあります。この場合の「命じておいたこと」がなんであ

るのかについては、すでにお話ししました。私はこれは、あの山上の教えであると理解してい

ます。そして、山上の教えの方向性を決めているのは、冒頭の八福、八つの幸いについての個

所です。とりわけ、最初の「心の貧しいものは幸いである。天の国はその人たちの物である」

という言葉は、決定的な言葉です。この場合の「心の貧しい」とは、先ほどお話ししたように、

確信のない状態です。この世において、これにすがれば大丈夫、というものを持たない状態で

す。しかし、その人が幸いになる道がある、というのです。それは、天の国に入れられるとい

うことによる、というのです。それは先ほどお話しした、洗礼によって、神様とのつながりに

入ることです。それによって、すでにこの地上において、天の国に入っている、というのが、

あの山上の教えの根本的な見方です。そして、天の国に入っている人は、そのことがはっきり

としてくる、というのが、地の塩、世の光、山の上の町の譬えで言われていることです。そし

て、そのように天の国に入った人は、律法をなくすのではなく、律法本来の生き方をするもの

に変えられていく、ということで、その後の「あなた方も聞いている、昔の人は、」と言って

律法を再解釈する話につながります。このように、イエス様とつながった人は、生き方が変

わっていくのです。変えられていくのです。

イエスと生きる

それで、話をもう一度元に戻します。この最後の 20節で、「あなた方に命じておいたこと

をすべて守るように教える」とは、まずは、このような意味で、山上の教えの示す、天の国の

住人として、新しい希望をもって、イエス様の教えに生き始めることです。律法を、律法の心

のままに生きるようになっていくことです。そして、それこそが、イエス様の弟子になる、と

いうことそのものです。私たちは、なお、いつでも不十分なもので、心の定まらないものかも

しれません。それでも、私たちに近付いてくださるイエス様によって、このような弟子として

の生活に、今すでに入れられているのです。そればかりか、このイエス様のかかわりは、これ

からもずっと続くのです。なぜなら、イエス様は、世の終わりまで、すなわち、この世界が続

いていく先のいつでも、それこそ、世界の完成に至る、一つ一つの日々において、私たちと一

緒にいる、とここで約束されているからです。

イエスの教え

このようにして、わたしたちは、今、この所で既に、イエス様の教えに生きるものとされて

います。これからも、このイエス様の教えに生きるものであり続けます。そして、私たち自身

が、このようにして、イエス様の弟子らしくなっていく、そうしてイエス様に押し出されて、

この世に出ていく、その時に、わたしたちが生き方において、イエス様の命じておいたことを、

人々に示していく、そのような働きになっていくのです。まずはわたしたちが弟子として生き

ること、それこそが最高のかたちでイエス様の教えを示すのです。

祈り

父なる神さま。尊いみ名を賛美します。あなたは、主イエスにおいて、また聖霊を介して、



いつまでも、終末に至るまで、またその先にも私たちと共にいて下さいますから感謝します。

私たちは、与えられたこの人生において、イエス様の弟子として生きることができます。そし

てそれこそが幸いな生き方です。どうぞこの週もこの幸いな歩みを喜んでなしていけますよう

お導き下さい。主イエス・キリストのみ名によって祈ります。アーメン。


